
授業コード：22104000 

授業科目  精神保健福祉援助演習Ⅰ 単位  1 

履      修  選択 関連資格 精神保健福祉士 ナンバリング WE11307J 

開講年次  2 年 開講時期 後期 該当ＤＰ 
 DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP3-2 DP4-1 

DP4-2 DP4-3 DP5-1 DP5-2 

担当教員  今村  浩司 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

 精神保健福祉援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野に入れ、精神保健福祉士に求められる相談援助

に係る基礎的な知識と技術について、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てて

いくことができるよう演習を行う。 

 精神保健福祉領域での相談援助の実践経験を有する実務家教員が、可能な限り具体的事例を取り上げ、個別・集団

指導を通して相談援助に係る基礎的な知識と技術に関する具体的な実技を用いるよう演習を行う。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．精神障害者の生活や生活上の困難について理解する。 

２．精神保健福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術について理解する。 

３．専門的援助技術を概念化、理論化し、体系立てていくことが理解できる。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0  0  50  0  0  50  100 
 

知識・理解 (DP1-1) 
  

 15 
   

 15 
 

知識・理解 (DP1-2) 
  

 15 
   

 15 
 

知識・理解 (DP1-3) 
        

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1) 
  

 10 
  

 1  11 
 

思考・判断 (DP2-2) 
  

 10 
  

 2  12 
 

関心・意欲 (DP3-1) 
     

 8  8 
 

関心・意欲 (DP3-2) 
     

 8  8 
 

態度         (DP4-1) 
     

 5  5 
 

態度         (DP4-2) 
     

 5  5 
 

態度         (DP4-3) 
     

 5  5 
 

技能・表現 (DP5-1) 
     

 8  8 
 

技能・表現 (DP5-2) 
     

 8  8 
 

技能・表現 (DP5-3) 
        

 
具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

相談援助に係る基礎的な知識と技術について、実践的に理解し

たうえで説明できる。 

専門的援助技術を概念化、理論化し、体系立てていくことを、理

解したうえで説明できる。 

相談援助に係る基礎的な知識と技術について、実践的に説明

できる。 

専門的援助技術を概念化、理論化し、体系立てていくことを、説

明できる。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 
自己覚知 講義形式や集団指

導、個別指導を行

毎時間、課題を指示する 60 
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う 

 

2 

基本的なコミュニケーション技術 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

3 

基本的な面接技術 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

4 

グループダイナミクス活用技術 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

5 

情報の収集・整理・伝達の技術 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

6 

課題の発見・分析・解決の技術 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

7 

記録 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

8 

 地域福祉援助技術について 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

9 

地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

10 

地域アセスメント 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

11 

地域福祉の計画 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

12 

ネットワーキング 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

13 

社会資源の活用・調整・開発 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

14 

サービス評価 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

15 

総括 講義形式や集団指

導、個別指導を行

う 

毎時間、課題を指示する  60 

16 
    

17 
    

18 
    

19 
    

20 
    

21 
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22 
    

23 
    

24 
    

25 
    

26 
    

27 
    

28 
    

29 
    

30 
    

 

理解に必要な予備

知識や技能 

精神保健福祉士の導入的演習科目です。さまざまな知識や技術が必要になってきますので、精神保健福祉

に限らず、たくさんの講義で学んだことの復習をして、理解を深めておいてください。 

テキスト 

適宜、資料配布をします。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

「我が国の精神保健福祉」厚生労働省障害保健福祉部精神・障害保健課監修最新版 

 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

精神保健福祉士への導入的演習科目です。演習ですので当然ながら積極的な参加と態度が必要です。 

精神保健福祉士国家試験受験資格取得希望者は、必修の科目になります。 

達成度評価に関す

るコメント 

レポート、授業貢献度にて評価します。 

その他については、具体的な実践場面を想定した実技指導（ロールプレイ等）やグループワークの内容、積極

性や参加意欲も併せて評価します。 

 


